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第１章 計画の策定に当たって 

１ 計画策定の趣旨 

高度情報化の急速な進展や人口減少の進行、人生１００年時代と言われる長

寿化など、様々な社会情勢の変化に直面する中、市民一人ひとりが主体的に 

“学び”“考え”“判断”し、変化に対応することが求められています。こうし

た中、多くの資料や情報の蓄積を有する図書館においては、生涯にわたる多様

な学びを提供するとともに、身近な情報拠点として、市民や地域の課題解決に

向けた支援など、市民の暮らしの充実や活力のある地域づくりにおいて役割を

果たすことが重要となっています。 

本市では、「市民や地域に役立つ図書館」を基本理念とする相模原市図書館

基本計画を平成２２年３月に策定し、図書館施策を推進してきました。 

令和元年度末に当該計画の計画期間が終了するに当たり、基本的な考え方は

継承しつつ、社会情勢の変化や市民ニーズに的確に対応し、効果的で計画的な

図書館施策や事業展開を図るため、第２次相模原市図書館基本計画（以下「本

計画」という。）を策定するものです。 

 
２ 計画の位置付け 

  本計画は、「相模原市総合計画」の教育に関する部門別計画である「第２次

相模原市教育振興計画」の施策分野別計画として位置付けるものです。また、

本計画のうち子どもの読書活動に係る施策については、「第３次相模原市子ど

も読書活動推進計画」にも位置付け、一体的に推進していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
３ 計画の期間 

  本計画は、相模原市総合計画等と整合を図り、令和２年度から令和９年度ま

での８年間を計画期間とします。 

相模原市総合計画 

第２次相模原市教育振興計画 

第２次相模原市図書館基本計画 第３次相模原市子ども読書活動推進計画 
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持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と本計画との関係 

 

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals）は、平成２７ 

（２０１５）年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための２０３０アジェ

ンダ」にて記載された平成２８（２０１６）年から令和１２（２０３０）年までの国際目標

です。持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現するための１７のゴールから構成され、

地球上の誰一人として取り残さない（leave no one behind）ことを誓っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ＳＤＧｓの１７のゴール    出典：国際連合広報センターWEB サイト 

 

本計画において、特に関連の深いゴール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＳＤＧｓの理念に基づきながら、各施策に取り組むとともに、計画の推進がＳＤＧｓの

達成に寄与することが求められます。 

  

「４ 質の高い教育をみんなに」 

「１０ 人や国の不平等をなくそう」 

「１１ 住み続けられるまちづくりを」 

「１７ パートナーシップで目標を達成しよう」 
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第２章 図書館を取り巻く状況 

１ 社会的背景 

・人口減少、少子高齢化 

  本市の人口は、２０１９年をピークに減少に転じ、２０６５年には、ピーク

時の約４分の３にまで減少すると推計されています。 

年齢別では、６５歳以上の高齢者人口が増加し、２０１５年に２４．０％だ

った高齢化率は２０６５年には４１．２％まで上昇する一方で、年少人口

（１５歳未満）及び生産年齢人口（１５歳～６４歳）は一貫して減少する見込

みです。 

 
     
・人生１００年時代の到来 

  日本の平均寿命は、２０１７年で男性８１．０９年、女性８７．２６年でし

た。今後、男女とも平均寿命はさらに延びて、２０６５年には男性８４．９５

年、女性９１．３５年になると推計されています。 

また、ある海外の研究では、２００７年に日本で生まれた子どもの半数が、

１０７歳より長く生きると推計されており、人生１００年時代においては、誰

もが生涯を通じて学び続け、その成果を生かして活躍できる社会をつくること

が重要と考えられます。 

  

【出典：２０１５年国勢調査に基づく相模原市の将来人口推計】 
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・グローバル化の進展と持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ） 

人口減少や高齢化が進展する中で、グローバル化が急速に進んでいます。こ

うした中、本市における外国人数は増加が続いており、多文化共生に向けた取

組がより重要なものとなっています。 

また、環境や経済など様々な分野の課題が地球規模で相互に影響を及ぼす状

況となってきました。このようなことから、平成２７（２０１５）年の国連サ

ミットでは令和１２（２０３０）年までの国際目標として、貧困、飢餓、教育、

雇用、環境など１７のゴール、１６９のターゲットから構成される「持続可能

な開発目標（SDGs）」を採択し、地球上の誰一人取り残さないことを誓って

います。特に教育については、「すべての人々への包摂的かつ公平で質の高い

教育を提供し、生涯学習の機会を促進すること」が求められています。 

 
・情報化の急速な進展、読書環境の変化 

インターネットの普及に加え、近年、スマートフォンやタブレット、それら

を活用したＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の利用が著し

く進んでいます。インターネット上の情報量の増加に加え、情報通信手段が多

様化したことで、あらゆる分野の多様な情報に触れることがますます容易にな

りました。一方で、膨大な情報から必要かつ信頼性のある情報を選択し、活用

していく能力が一層求められてきています。 

  また、電子書籍元年と言われる平成２２年以降、電子書籍（＊1）の利用が進

んでいます。電子書籍は、音声読み上げや文字拡大機能を有するソフトウェア

等を利用することにより、通常の活字での読書が困難な方への読書支援とし

て有用になりうることから、普及が求められています。 

    
  
   
 

 
 
 
 
 
               

＊1 電子書籍 …インターネット上に電子化された出版物のことで、パソコンやスマートフォン、専

用の機器を用いて閲覧することができる。 
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２ 国の動向 

  ・図書館の設置及び運営上の望ましい基準 

平成２４年１２月に「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」が告示・施

行されました。これは平成１３年の告示「公立図書館の設置及び運営上の望ま

しい基準」を全面改正したものです。 

知識基盤社会において、図書館は地域の情報拠点として重要な役割を担うこ

とが明記されるとともに、住民の生活や仕事に関する課題及び地域の課題の解

決に向けた活動への支援が重視されています。 

また、利用者に対応したサービスの充実として、乳幼児とその保護者へのサ

ービス及び図書館への来館が困難な者に対するサービスが新たに盛り込まれ

ました。 

 
  ・障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法） 

障害者を含むあらゆる人が社会で平等に生きていくことを目的とする「障害

を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」（平成２５

年法律第６５号）が平成２８年４月に施行されました。 

図書館では、これまでも誰もが利用しやすい読書環境の提供に努めてきまし

たが、この法律により、公立図書館を含む公的機関には、障害者への合理的配

慮（＊2）が義務付けられました。 
 

  ・子供の読書活動の推進に関する基本的な計画 

平成３０年４月に閣議決定された第四次「子供の読書活動の推進に関する基

本的な計画」においては、①中学生までの読書習慣が不十分、②高校生になり

読書の関心度合いの低下、③スマートフォンの普及等による読書環境への影

響の可能性という現状分析の下、発達段階に応じた取組により、読書習慣を形

成する施策の推進が求められています。 

また、友人同士で本を薦め合うなど、読書への関心を高める取組を充実する

必要があるとしています。 

 
 
 
 
               

＊2 合理的配慮 …障害のある人が利用に当たって配慮を求めた際に、負担になりすぎない範囲で 

障害にあった配慮を行うこと。 
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・人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について（答申） 

   文部科学省から諮問を受けた中央教育審議会の答申「人口減少時代の新

しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について」（平成３０年１２月）

においては、今後の社会教育施設について、「住民主体の地域づくり、持続

可能な共生社会の構築に向けた幅広い取組や、行政をはじめとした地域の幅

広い情報の発信拠点としても位置付けるべき」と述べられています。 

また、図書館に関しては、「人生を豊かにする読書や調査研究の機会を提

供する役割を強化するとともに、「社会に開かれた教育課程」の実現に向け、

学校との連携の強化や、商工労働部局や健康福祉部局等とも連携した個人の

スキルアップや就業等の支援、地域課題の解決や地域の先駆的・主体的な取

組の支援に資するレファレンス機能の充実など、地域住民のニーズに対応で

きる情報拠点としての役割の強化が求められる。さらには、まちづくりの中

核となる地域住民の交流の拠点としての機能の強化等も期待される」として

います。 

 
  
・視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読書バリアフリー法）  

「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」（令和元年法律

第４９号。以下「読書バリアフリー法」という。）が、令和元年６月に施

行され、障害の有無にかかわらず、全ての国民が等しく読書を通じて、文

字・活字文化の恵沢を享受することができる社会の実現に向けて、国や地

方公共団体が視覚障害者等（視覚障害、発達障害、肢体不自由等の障害に

より視覚による表現の認識が困難な者）の読書環境の整備を総合的かつ効

果的に推進することとなりました。 
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第３章 相模原市図書館の現状 

１ 本市図書館の概要 

本市では、市立図書館、相模大野図書館及び橋本図書館（以下「３図書館」

という。）と相武台分館を整備しており、これらの図書館と、市内にある２５

の公民館等図書室（＊3）、関連３施設（視覚障害者情報センター、ソレイユさが

み情報コーナー及び総合学習センター）を、オンラインシステム及び配送網で

結び、市内図書館・図書室のどこからでも、貸出しや返却、取寄せなどが行え

る図書館ネットワークを構築しています。 

平成３０年度実績では、市全体で約１４５万冊の蔵書を有し、登録者は約

１９万人、個人貸出が約２６２万点、３図書館に約１８７万人の来館がありま

した。 

＜各図書館の概要＞ 

館 名 市 立 図 書 館 相模大野図書館 橋 本 図 書 館 相 武 台 分 館 

開館年月 昭和 49年 11月 平成 2年 1月 平成 13 年 9 月 昭和 54 年 4 月 

所 在 地 

中央区 

鹿沼台 2-13-1 

南区 

相模大野 4-4-1（グリー

ンホール相模大野内） 

緑区 

橋本 3-28-1 

（ミウィ橋本内） 

南区 

新磯野 4-8-7 

建物延面積 4,111.5 ㎡ 
専用面積 

2,788.0 ㎡ 

専用面積 

2,784.4 ㎡ 
315.0 ㎡ 

図 

書 

館 

資 

料 

図書 350,812 冊 301,416 冊 319,784 冊 43,254 冊 

 

一般書 263,338 冊 225,831 冊 254,722 冊 25,154 冊 

児童書 87,474 冊 75,585 冊 65,062 冊 18,100 冊 

視聴覚資料 11,966 点 12,146 点 15,038 点 ― 

新 聞 39 紙 47 紙 40 紙 9 紙 

雑 誌 252 誌 243 誌 261 誌 48 誌 

 
 
 
               

＊3 公民館等図書室 …２３の公民館図書室と串川ひがし地域センター図書室、青野原図書室をあわ

せた２５室。 
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＜市内の図書館・公民館等図書室配置図＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
・開館時間・休館日 

開館時間 

市立図書館 

相模大野図書館 

橋本図書館 

午前９時３０分～午後８時 

・土曜日・日曜日・休日は午後６時まで 

・相模大野図書館４階「こどもの本フロア」

は午後６時まで 

・１２月２８日は午後５時まで 

相武台分館 午前９時～午後５時 

休館日 ・月曜日（休日に当たる場合は、翌日の火曜日） 

・毎月第２木曜日（１月及び４月を除く。休日に当たる場合は、そ

の翌日） 

・年末年始（１２月２９日～１月４日） 

・蔵書点検期間 

４月５日～４月１１日（相模大野図書館、橋本図書館） 

  ４月１２日～４月１８日（市立図書館、相武台分館、 

公民館等図書室） 
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・運営体制 

    平成１９年には相模大野図書館で、続いて平成２１年には橋本図書館、

平成２４年には市立図書館で窓口業務委託を導入し、民間の持つノウハ

ウを活用したサービスの向上と効率的な図書館運営に努めています。 

    また、相模原市立図書館条例（昭和３９年相模原市条例第３１号）では、

３図書館を並列に位置付けていますが、市立図書館は、相模大野図書館や

橋本図書館との連絡調整や図書館ネットワークの管理、図書館事業評価

の実施など市全体に関わる企画機能の一部を担っています。 
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２ 図書館サービスの状況  

（１）蔵書の状況 

   各図書館・図書室において、資料収集を進め、全市で約１４５万冊を所蔵、

市民一人当たりの蔵書冊数は、２．０冊となっています。 

   平成３０年度に実施した市政モニターアンケートでは、図書館サービス

について不満、やや不満と感じる理由について、「新しい図書資料が少ない

（71.4％）」が最も多く、続いて「利用したい図書資料が少ない（64.3％）」

でした。 

   こうした現状を踏まえ、図書館サービスの根幹となる蔵書については、引

き続き、社会の動きや市民ニーズを捉えながら充実に努める必要がありま

す。あわせて、本市の図書館の資料収容能力は飽和状態にあり、資料の保存

機能の検討が必要となっています。 

＜蔵書冊数の推移＞ 
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（２）利用の状況 

  ・貸出し 

   平成３０年度の貸出総数は、約２６２万点で前年度比３％減、また、市民

一人当たりの貸出数は３．６点で前年度比０．２点減となっています。本市

における貸出数及び市民一人当たりの貸出数は、平成２１年度をピークに

減少が続いています。 

   施設別での状況は、公民館等図書室ではピーク時より２０％減、３図書館

及び分館では２７％減と公民館等図書室の減少率の方が低く、地域におけ

る身近な図書室として利用が定着していることが考えられます。 

   年齢別に見ると、７０歳以上は増加、他の年代では減少しており、特に、

１９歳～２９歳及び３０歳台の減少が大きくなっています。 

   図書館における貸出数については、他自治体でも減少傾向が見られ、近年

のインターネットやスマートフォンの普及を背景に、情報収集方法の変化

や読書離れが進んでいることが要因と考えられますが、図書館が担う市民

の生涯にわたる学習を支え促進する役割を踏まえ、多様化するニーズへの

対応など利用促進に向けて取り組む必要があります。 

  ＜貸出数の推移＞ 
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・利用登録 

   登録者数は、平成３０年度末で約１９万人、市民登録率（市内在住登録者

数／人口）は２２．７％で、平成２６年度と平成３０年度の比較では、わず

かながら増加傾向にあります。 

   年齢別に見ると、「４０歳台」、「１９歳～２９歳」、「７０歳以上」の順に

登録者が多い状況にあり、増加率は、「７０歳以上」が最も高く、平成２６

年度からの５年間で、５０％を超える増加となっています。 

 

 
 
・予約・リクエスト 

   貸出中や未所蔵等の場合に、予約やリクエストにより利用者の要望に応

えるサービスを実施しています。市内の図書館・図書室で所蔵していない場

合は、県内公共図書館との相互貸借や購入等により利用者への提供に努めて

います。 

平成１９年９月からインターネット予約を導入し、図書館に来館するこ

となく手続が行えるようになりました。利便性の向上と近年のインターネッ

トやスマートフォンなどの情報通信機器の普及により、受付件数は年々増加

し、平成３０年度は約６０万件と、平成２０年度からの１０年間で約２０％

増加しています。 

  
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ26

Ｈ30

0～6歳 7～12歳 13～18歳 19～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

＜登録者の年齢別割合＞ 



13 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）各種サービスの実施状況 

  ・レファレンスサービス 

レファレンスサービスは、利用者の相談に応じて、必要とする資料や情報

を提供し、学習や調査・研究の支援を行うサービスのことで、閲覧や貸出し

と並ぶ図書館の主要な機能です。 

      図書館では、様々な調査・研究ニーズに対応するため、参考図書（＊4）や

オンラインデータベース（＊5）等のレファレンスツール（＊6）の充実を図ると

ともに、国立国会図書館デジタル化資料送信サービスの運用開始、レファレ

ンス事例のホームページでの公開やパスファインダー（＊7）の提供等を行っ

てきました。       
 
               

＊4 参考図書 …辞(事)典、年鑑、便覧等で、通読するのでなく必要な箇所だけ読めばよい資料。 

＊5 オンラインデータベース …インターネットを経由して利用できるデータベース。 

＊6 レファレンスツール …レファレンスサービスに必要な辞(事)典、年鑑、便覧等の資料や情報源。 

＊7 パスファインダー …特定のテーマについて調べるときに役立つ資料等を紹介するもの。 
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平成３０年度は、３万５千件を超える相談受付がありました。平成２０年

度以降、約３万件から３万８千件の利用があり、貸出数が減少する中で一定

水準を保っています。 

      平成３０年度の市政モニターアンケートでは、レファレンスサービスを知

っていると回答した人は約３割で、その認知度向上も重要と考えます。 

    
  ・児童、青少年サービス 

第２次相模原市子ども読書活動推進計画（計画期間：平成２３年度～令和

元年度）に基づき、自ら進んで読書に親しむ子どもの育成に向けて、子ども

及び子どもを取り巻く大人たちへの様々な取組を行ってきました。 

   子どもが読書の楽しさを知るきっかけづくりとして、ボランティアとの

協働により子どもの発達段階に応じた定例のおはなし会を継続して行うと

ともに、わらべうた会や紙芝居会、子ども読書の日記念事業「キッズフェス

タ」等、様々な形態の事業を実施しています。 

中高生に向けては、人気の高いマンガの集中的な購入や、学校案内パン 

フレットの収集・展示など、中高生に需要のある蔵書の整備に取り組んでき

ました。あわせて、中高生によるブックリストの発行など、中高生が主体的

に参加できる事業を実施し、想像力や表現力を育む機会と交流の場の提供を

図っています。 

学校との連携として、職業体験や施設見学の受入れを行うほか、学校にお 

ける学習活動を支援するため、平成２４年から配送サービスを活用した「学

校支援図書セット（＊8）」の貸出しを開始しました。 

子どもの読書活動推進に当たって欠かせない存在であるおはなし会等に

携わるボランティアについて、養成のための講座や勉強会の開催、読み聞か

せ専用資料（大型絵本・大型紙芝居・布絵本）の貸出しを行い、活動の支援

に努めています。 

     

 
               

＊8 学校支援図書セット …学校及び学校図書館支援の一環として、授業や学級文庫で活用してもら

うためにテーマごとに 30 冊程度の資料を整備し、申請のあった学校へ配送する制度。 
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・障害者サービス  
障害のある方に向けたサービスでは、録音図書やＤＡＩＳＹ（デイジー）

（＊9）資料など障害者用資料の収集や提供のほか、ボランティアの協力によ

る対面朗読の実施、布絵本の貸出し等サービスの充実に努めてきました。 

近年、通常の活字による読書が困難な方へ有用な資料として、ＬＬブック

（＊10）、マルチメディアＤＡＩＳＹ（＊11）の普及が進んでいます。また、読

書バリアフリー法では、視覚等に障害のある方にとってアクセシブルな資料

として電子書籍の量的拡充・質の向上を基本理念において掲げています。こ

うした状況を十分に踏まえ、図書館では、障害に応じた様々な形態の資料の

充実や関係機関との連携、利用環境の整備等に積極的に取り組むことが必要

です。 

 

・高齢者サービス 

図書館の利用登録者に占める６０歳以上の割合は約２５％で、増加傾向に

あります。これまで、図書館では、高齢者向けに大活字本や朗読ＣＤの収集

や、シニア向けコーナーの設置等を行ってきましたが、今後も高齢者の利用

の増加が見込まれる中、定年後も働く方の増加や、地域参加や生涯学習のき

っかけ、居場所づくりなど、社会の動きや高齢者のニーズを把握しながら充

実に努める必要があります。 

 
 
 
 
 
               

＊9 ＤＡＩＳＹ …活字による読書が困難な方のために、活字印刷物を音訳してデジタルの録音資料

を作成する国際規格。ＤＡＩＳＹ資料は、ＣＤ-ＲＯＭのほか、近年ではパソコンや携帯端末にダ

ウンロードして読まれるようになってきている。再生には専用ソフト・機器が必要。 

＊10 ＬＬブック …知的障害などにより言語理解に困難がある人が、読みやすく、わかりやすいこ

とを目指して編集された本で、「ＬＬ」とは、スウェーデン語で、「やさしく読める」の意味の

略語。 

＊11 マルチメディアＤＡＩＳＹ …音声だけではなく、本文のテキストと画像が音声と同期してい

る電子図書。 

  



16 
 

・多文化サービス（＊12） 

国際化の進展に対応して、外国語図書の提供を行っており、平成３０年度

末で英語、中国語及び韓国・朝鮮語を中心に、約１万８千冊（外国語絵本含

む。）を所蔵しています。その他に外国語新聞や雑誌の提供を行っています。

今後も増加が見込まれる外国人市民（＊13）に向けて、幅広い言語での資料収

集や日本語学習資料の充実、生活に役立つ情報提供、外国人市民が利用しや

すい館内サインの整備等に積極的に取り組むことが必要となっています。加

えて、多文化共生社会の実現に向けて、日本人の国際理解に資する取組にも、

資料や情報の提供を通じて役割を果たしていく必要があります。 

 
（４）広報活動 

図書館では、各館での広報誌（館報）を定期的に発行するとともに、図書

館ホームページにおいて、各種イベントや資料の企画展示などの情報発信に

努めています。図書館ホームページは令和元年６月にリニューアルし、１０

代の若い世代に向けたコーナーの新設やこども向けコーナーの充実を行い

ました。また、平成２７年度からＳＮＳの運用を開始しています。今後も、

多様な媒体での効果的な情報発信に努めるとともに、図書館未利用者を意識

した取組が必要と考えます。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                

＊12 多文化サービス …在住外国人を対象としたサービスのこと、また、国際化に対応した住民相 

互の多文化理解に役立つサービスも含む。 

＊13 外国人市民 …外国籍の市民だけでなく、国籍が日本であっても外国文化を背景に持つ市民（海 

外からの帰国者、国際結婚により生まれた人、日本国籍取得者など）も含む。 
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３ 本市図書館の課題  
 ・図書館利用の促進 

     貸出数など利用の減少を踏まえ、市民の多様なニーズを捉えながら、蔵書構

築及びその活用や、居心地の良い空間などの利用環境の充実、利便性の向上

に継続して取り組む必要があります。利用の促進に当たっては、図書館未利

用者や若い世代に向けた働きかけ、また、子どもに向けた取組による未来の

図書館ユーザー育成といった視点も重要です。   

        
 ・図書館ネットワークの充実 

  市域が広く、その中に都市部と中山間地域を持つ本市の特性や高齢化の進

展を踏まえ、市民にとって身近な場所における図書館サービスの向上が求め

られています。 

公民館等図書室は、図書館とオンラインシステム及び配送網で結ばれてお

り、市内図書館・図書室のどこからでも、取寄せなどが行える利点がありま

す。一方で蔵書数など機能に限りがあることから、図書館との連携強化によ

り蔵書の魅力化を図るなどサービスの充実に努めていく必要があります。 

加えて、広い市域において図書館サービスが十分に行き届いていない地域

への対応として、図書の受取や返却ができる場所の検討も必要となっていま

す。 

 
 ・多様な利用者へのよりきめ細かいサービス 

     誰にも開かれた知の拠点としての図書館の役割を果たすためには、各世代、

障害のある方、外国人市民等それぞれのニーズに対応した、よりきめ細やか

なサービスの提供を図る必要があります。サービス展開に当たっては、読書

バリアフリー法や、増加が見込まれる外国人市民の状況を踏まえるとともに、

関係機関等との連携を深めながら取り組むことが重要です。 
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   ・ＩＣＴ（＊14）の積極的な活用 

     インターネットやスマートフォン、ＳＮＳの利用が日常生活に浸透し、市民

の情報収集手段も大きく変化しています。図書館においても、電子媒体によ

る情報提供や新たな技術を活用した利便性向上が、より重要なものとなって

います。 

電子書籍の導入や、地域の歴史的資料のインターネット上での公開、ＩＣ

タグ（＊15）による自動貸出など、ＩＣＴを活用した時代に即した図書館づく

りが求められています。 

 
 ・地域の情報拠点として市民の暮らしの質の向上や活力ある地域づくりに資

するより幅広い取組 

    少子高齢化や人口減少をはじめとした様々な社会情勢の変化に直面する中、

暮らしを取り巻く課題も多様化・複雑化しています。多くの資料や情報を有

する図書館には、市民や地域の課題解決に向けた支援に役割を果たすことが

重要となっています。 

市民の課題解決を支援するとともに、生活に役立つ情報や地域の情報を集

約して提供するなど、地域の身近な情報拠点としての機能を強化することが

求められています。 

また、気軽に訪れることができる図書館の特性を発揮し、多様な人が集い、

学び、成果を生かす交流拠点としての役割も期待されます。 

 
 
 
 
 
 

 
               

＊14 ＩＣＴ …情報通信技術、Information and Communication Technology の略。 

＊15 ＩＣタグ …電波を利用した電子タグシステムで、現在資料に貼り付けているバーコードラベ

ルに代わるもの。ＩＣタグの導入により、セルフ貸出・返却、予約資料の自動受取りなど利便性

向上が図られるとともに、蔵書点検での作業時間の短縮や無断持ち出しの抑制にも有効。 
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  ・子どもの発達段階に対応した読書活動の推進 

      子どもの読書活動は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を

豊かなものとし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で、欠くこと

のできないものです。 

    図書館では、おはなし会や中高生に向けた取組の充実、学校との連携、お

はなし会に携わるボランティアの支援など、子ども及び子どもを取り巻く大

人たちへの様々な取組を行ってきました。一方で、図書館・公民館等図書室

における子ども（１８歳以下）の貸出数は減少が続いています。また、国に

おいては、「中学生までの読書習慣が不十分」、「高校生になり読書の関心度

合いの低下」、「スマートフォンの普及等による読書環境への影響の可能性」

という課題が指摘されています。 

子ども読書活動の現状及び課題を踏まえつつ、子どもが発達段階に応じて

読書習慣を身に付けることができるよう、その特徴を考慮した効果的な取組

を図書館、学校、関係機関、家庭及び地域が一体となって推進することが重

要となっています。 
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第４章 基本的な考え方 

１ 基本理念 

    
    
    

図書館には、市民の主体的な学習活動や、地域が抱える様々な課題解決へ

の支援が求められているとともに、市民の多様化するニーズや、新しい時代

の流れに対応した取組が期待されています。 

本計画においては、図書館の使命を資料・情報の提供による「人づくり」と

捉えるとともに、誰にでも開かれた「知の拠点」として市民一人ひとりに寄り

添い、より豊かな暮らしや、まちづくり、まちの魅力向上に資する「人とまち

の未来を育む図書館」を目指します。 

 
２ 基本目標 

  「人とまちの未来を育む図書館」を実現するために、社会情勢の変化や市民

ニーズ、本市の図書館の現状と課題を踏まえ、４つの基本目標を定めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

人とまちの未来を育む図書館 

基本目標１ 生涯にわたる豊かな学びを提供する図書館 
＜施策の方向＞ ①蔵書の充実 

        ②利用環境の充実 

        ③より身近な図書館サービスの提供    

        ④多様な利用者に向けたきめ細かいサービスの充実 

        ⑤ICT を活用したサービス向上 

 

基本目標２ 市民や地域に活力を与える図書館 
＜施策の方向＞ ①課題解決支援の充実 

        ②行政テーマと連携した情報提供・発信 

        ③地域資料の収集・活用・継承 

        ④本や人との出会い、交流の創出 
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＊16 地域図書館 …本計画における「地域図書館」は、市立図書館、相模大野図書館及び橋本図書館

を指す。 

 

基本目標３ 子どもが読書を楽しみ「生きる力」を育む図書館 
＜施策の方向＞ ①子どもが本にふれあう機会の充実   

        ②読書の楽しさを伝えあう取組の推進 

        ③子どもの読書応援隊の支援 

 

基本目標４ 将来にわたり進化し続ける図書館 
＜施策の方向＞ ①中央図書館機能の確立・充実 

        ②地域図書館(＊16)における地域に根差したサービスの充実 

③効果的・効率的な図書館運営 

 

基本目標１ 

生涯にわたる豊かな

学びを提供する 

図書館 

 

○多様な学びの提供 

○身近で誰もが利用

しやすいサービス

の推進 

 

基本目標２ 

市民や地域に 

活力を与える 

図書館 

 

○地域における情報

拠点機能の強化 

○多様な人が集い、

学び、成果を生か

す機会・場の提供 

基本目標３ 

子どもが読書を楽しみ

「生きる力」を育む 

図書館 

 

○子どもの読書環境

の整備 

○自ら進んで読書に

親しむ子どもの育

成 

基本目標４ 

将来にわたり進化し続ける図書館 

○中央図書館機能の確立・充実と地域図書館における地域に根差した図書館運営 

○効果的・効率的な運営による図書館サービスの推進 

人とまちの未来を育む図書館 
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第５章 施策の方向・主な施策  

 基本目標を達成するために、施策の方向と主な施策を示します。 

                 
 
 

市民一人ひとりの主体的で多様な学びを提供する機能を充実するととも

に、身近で誰もが利用しやすい図書館サービスを推進します。 

 
 
施策の方向① 蔵書の充実 

蔵書の収集や提供は、図書館サービスの根幹となるものです。社会の動き

や市民の多様な読書・情報ニーズに対応する蔵書構築を進めるとともに、収

集した蔵書がより多くの市民に利用され、読書支援や読書意欲の創出につ

ながるよう取り組みます。 

主な施策 

・市民の多様な読書・情報ニーズに対応する蔵書構築 

・資料選定の効果的な実施（蔵書構成や利用状況の分析及び

選書スキルの向上） 

・テーマ性のあるコーナー設置や排架（＊17）・展示の工夫  

・保存機能の充実に向けた検討 

 
 
               

＊17 排架 …個々の資料を、分類記号などの所定の排列順序に基づいて、書架上に並べること。 

 
 
 

施策の方向 

① 蔵書の充実 

② 利用環境の充実 

③ より身近な図書館サービスの提供 

④ 多様な利用者に向けたきめ細かいサービスの充実 

⑤ ＩＣＴを活用したサービス向上 

基本目標１ 生涯にわたる豊かな学びを提供する図書館 
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施策の方向② 利用環境の充実 

誰にとっても利用しやすい環境整備に努めるとともに、図書館において

読書や学習活動を通じ、有意義な時間を過ごす利用も増えてきていること

から、居心地の良い空間づくりなど利用環境の充実を目指します。 

主な施策 

・快適な読書環境の提供 

・ユニバーサルデザインに配慮した利用環境の整備 

・くつろいで読み聞かせができるスペースや学習スペースの

確保 

・Ｗｉ－Ｆｉによるインターネット環境の提供 

・飲食のできるスペースの検討 

・ＩＣＴを活用しながらグループでの学習や話合いができる

など多様な活動に対応できるスペースの検討  
 
 
施策の方向③ より身近な図書館サービスの提供 

市内では２５の公民館等において図書室を運営しており、これらの図書

室は図書館とオンラインシステム及び配送網でつながれ、本市の図書館ネ

ットワークにおけるサービス拠点として重要な役割を担っています。こう

した公民館等図書室との連携や図書館ネットワークを強化することによ

り、市民にとって身近な施設における図書館サービスの向上を図ります。 

主な施策 

・公民館等図書室の利用促進に向けた資料選定等の支援 

・公民館等図書室への図書館が所蔵する資料の配本や配送シ

ステムの充実の検討  

・公民館等の図書室職員の研修会等の実施  

・図書館サービスが十分行き届いていない地域への対応とし

て、図書の受取や返却ができる場所の検討  

 
  



24 
 

施策の方向④ 多様な利用者に向けたきめ細かいサービスの充実 
地域における知の拠点として、多様な市民に等しく学びの機会を提供す

る図書館の役割を踏まえ、各世代、障害のある方、外国人市民等それぞれ

のニーズに応じたサービスを関係機関・団体との連携を深めながら充実し

ます。 

主な施策 

 

・各世代のニーズに対応したサービス展開 

若者世代 

…若者世代の関心・課題に対応した資料・情報提供、

参加型イベントの開催、居場所づくり 

  子育て世代 

…子育てに関する資料・情報提供、絵本など子どもと

一緒に楽しめる資料の充実、子育て世代同士が交流

できる機会・場の充実 

  現役世代 

…暮らしや仕事に役立つ資料・情報提供、各種講座の   

実施 

  シニア世代  

…就労や地域活動、生きがい・健康・趣味など生活の充

実に資する資料・情報提供、各種講座の実施、居場所

づくり 

 
・障害のある方の利用機会の充実  

…障害の特性等に応じた様々な形態の資料の充実や関

係機関・団体との連携、利用環境の整備、円滑な利用

のための支援の充実、情報通信技術の習得支援等 

 

・国際化に対応した資料や利用環境の整備  

…外国語資料や日本語学習資料の充実、館内サイン等 

の整備、関係機関・団体との連携 

 

・図書館・図書室への来館（室）が困難な方に向けた貸出サ

ービスの検討  
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施策の方向⑤ ＩＣＴを活用したサービス向上 

ＩＣＴが目覚しく進歩し、市民の情報収集手段も大きく変化する中、図

書館においても電子媒体による情報提供がより重要なものとなっていま

す。また、ＩＣタグによる自動貸出しなど新たな技術の導入により利便性

が向上することから、ＩＣＴを活用したサービスの導入について検討しま

す。 

主な施策 

・オンラインデータベースやインターネット上の情報資源を

活用した情報提供の充実 

・電子書籍の導入に向けた検討  

・デジタルアーカイブ（＊18）の導入に向けた検討  

・ＩＣタグの導入など先端技術を活用したサービスの検討  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               

＊18 デジタルアーカイブ …所蔵資料を電子化して、保存・公開するシステム。破損を恐れずインタ

ーネットで自由に閲覧することができ、地域資料・情報を広く活用又はＰＲする手段としても有

効。 
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市民の課題解決を支援するとともに、生活に役立つ情報や地域の情報を集

約し提供するなど、地域における情報拠点としての機能を強化します。 

また、人と本や情報を繋いだり、人と人との学びを通じた交流が生まれる

場として、各種講座の実施や交流・発表の場の提供を推進します。 

 
 
施策の方向① 課題解決支援の充実 

市民が必要な情報を適切に活用し、自らの生活をより豊かなものに導け

るよう課題解決支援の充実を図ります。 

主な施策 

・レファレンスサービス（＊19）の充実  
 （レファレンスツールの充実、職員の専門的スキルの向上、

専門機関との連携等） 

・ライフステージに寄り添った情報提供の充実  

 （就職、スキルアップ、子育て、健康、相続等） 

・社会問題に対応した情報提供の充実（いじめ等） 

・ビジネス支援（＊20）の充実 

・情報活用能力向上の支援  

・市内・近隣大学との連携 
 
  
 
               

＊19 レファレンスサービス …利用者の相談に応じて、必要とする資料や情報を提供し、学習や調

査・研究の支援を行うサービス。 

＊20 ビジネス支援 …起業や就労を目指す人等を対象に、ビジネスに係る調査や仕事、資格取得に役

立つ資料・情報などを提供するほか、関係機関と連携してビジネス相談会を実施。 

施策の方向 

① 課題解決支援の充実 

② 行政テーマと連携した情報提供・発信 

③ 地域資料の収集・活用・継承 

④ 本や人との出会い、交流の創出 

基本目標２ 市民や地域に活力を与える図書館 
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施策の方向② 行政テーマと連携した情報提供・発信 

行政施策との連携により効果的な情報提供・発信を行い、市民の暮らしや

活力ある地域づくりを支援します。また、市政の推進に資する取組として、

市職員に対しても図書館が積極的に情報提供を行うよう努めます。 

主な施策 

・健康・福祉・産業振興・多文化共生などの施策との連携に

よる情報提供 

（コーナー展開や図書と行政情報、講座等を組み合わせた

情報提供など） 

・市職員に対する情報提供（庁内に向けたレファレンスサー

ビス） 

 
施策の方向③ 地域資料の収集・活用・継承 
相模原市の文化や歴史に関する郷土資料や、本市固有の行政資料、地域刊

行物など、地域の記録・情報は市民の大切な財産です。これらの収集・保存・

活用を推進し、地域情報の提供・発信の拠点として、地域の文化の継承・発

展に寄与します。 

主な施策 

・地域資料の積極的な収集・整理・保存 

・地域資料の情報発信や活用推進 

（公文書館、博物館等との連携や市民協働による取組、デ

ジタル化の検討など） 

 
施策の方向④ 本や人との出会い、交流の創出 

豊富な本や情報を有し、気軽に訪れることのできる図書館の特性を生か

して、生涯学習の機会や交流・発表の場を提供します。また、図書館事業に

関わるボランティアの養成、支援を実施します。こうした取組を通じて、多

様な人が集い、学び、成果を生かす交流拠点を目指します。 

主な施策 

・いきいきとした暮らしや新たな関心につながる講座・ 

講演会等の実施 

・世代間など多様な交流の機会・場の提供 

・自己実現や地域活性化に資するボランティア養成･支援 
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子どもたちが、たくさんの本に出会い、その楽しさを知ることにより、読

書を通して生きる力を育むことができるよう、発達段階の特徴を踏まえなが

ら読書環境の整備を図り、自ら進んで読書に親しむ子どもの育成を推進しま

す。 

 
施策の方向① 子どもが本にふれあう機会の充実 

いつでも、どこでも、だれでも、読みたいとき、調べたいときに手に届く

ところに本があるように、子どもが本とふれあうことのできる機会を充実

します。 

主な施策 

・子どもにとって身近な施設である公民館等図書室の利用促 

 進 

・児童書及び青少年向け資料の充実（魅力ある蔵書構成の構 

築） 

・子ども向けレファレンスサービスの充実 

・中学生・高校生の活動支援・居場所づくり   

・電子書籍の導入検討  

・障害のある子どもが利用しやすい資料の充実及び読書環 

境の整備・拡充 

・外国につながりのある子ども（＊21）のニーズに合った資料

及びＰＲの充実 

・子ども資料団体貸出制度（＊22）の活用促進に向けた配送方

法の検討など学校等関係機関との連携強化  
 
               

＊21 外国につながりのある子ども …外国籍だけでなく、日本国籍であっても日本語以外を母語とす

るほか、日本語以外を母語とする保護者を持つなど、多様な文化的背景がある子ども。 

＊22 子ども資料団体貸出制度 …小学校・中学校など、子どもと本を結ぶ活動を行っている団体等へ

の支援として、児童書を中心とした資料をまとめて貸し出す制度。 

施策の方向 

① 子どもが本にふれあう機会の充実 

② 読書の楽しさを伝えあう取組の推進 

③ 子どもの読書応援隊の支援 

基本目標３ 子どもが読書を楽しみ「生きる力」を育む図書館 
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施策の方向② 読書の楽しさを伝えあう取組の推進 

 読むことはもちろん、読んだときの気持ちを伝えあったり、調べたことを

発表したりすることで、読書から世界が広がる楽しさを感じてもらう取組

を推進します。 

主な施策 

・おはなし会やブックトーク（＊23）等事業の実施・充実 

・親子等で楽しめる読書環境の整備・拡充 

・中学生・高校生を対象とした事業の拡充 

 （ブックトークやビブリオバトル（＊24）等） 
・子ども読書の日（＊25）や読書週間等を捉えた普及啓発イベ

ントの開催 

・図書館ホームページ等による読書活動に関連する情報発信 

・学生ボランティアの事業への参画  

・学生ボランティアとの協働による青少年向けコーナーの充   

実 
 
施策の方向③ 子どもの読書応援隊の支援 

 子どもと一緒に読書を楽しみ、その楽しさを伝えられる大人を増やすこ

とで、子どもの読書活動へのサポートや、本に親しむ環境づくりを推進しま

す。 

主な施策 

・読み聞かせ講座の実施など保護者に対する読書活動への理

解の促進 

・保護者向け読書情報の提供など家庭における読書活動への 

支援 

・ボランティアとの協働によるおはなし会等の事業の開催 

・ボランティア養成等の各種講座の開催 

・ボランティア団体の活動情報の集約及び情報提供  
               

＊23 ブックトーク …グループを対象に、特定のテーマの下、数冊の本をあらすじや著者紹介等を

含めて順序良く紹介するもの。 

＊24 ビブリオバトル …知的書評合戦とも呼ばれ、発表者が読んでおもしろいと思った本を一人 5

分程度で紹介し、全員でその発表に関する意見交換を行った後、どの本が一番読みたくなった

かを参加者の多数決で選ぶもの。 

＊25 子ども読書の日 …平成 13 年に施行された子どもの読書活動の推進に関する法律（平成 13 年

法律第 154 号）の中で、子どもの読書活動についての関心と理解を深め、子どもが積極的に読

書活動を行う意欲を高めることを目的として 4月 23 日が「子ども読書の日」と定められた。 
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本市図書館施策を企画及び統括し、専門的業務を担う中央図書館機能の確

立及び充実を図るとともに、地域図書館においては地域に根差した図書館運

営に注力し、それぞれの役割を果たすことで、社会情勢の変化や市民ニーズ

に的確に対応した質の高い図書館サービスの提供を目指します。また、効果

的・効率的な図書館運営により、本市図書館の将来にわたる持続可能な発展

を図ります。 

 
施策の方向① 中央図書館機能の確立・充実 
 市立図書館において、中央図書館機能を確立・充実し、時代の変化を見据

えた図書館施策の企画・推進を図ります。また、中央図書館として相応しい

資料の収集や専門的な人材の確保・育成を図ることにより、高度で専門的な

ニーズへの対応や、地域図書館・公民館等図書室への支援を行います。 

 現施設において実現可能な中央図書館機能の充実に取り組むとともに、

施設面に関わる機能について検討を進め、再整備に合わせ、中央図書館への

移行を目指していきます。 

主な施策 

【企画・統括機能】 

・社会情勢の変化や市民ニーズに的確に対応した全市的サー

ビスの企画・推進 

＜高齢化や本市の地域性を踏まえた図書館サービス網の充実、電子書 

籍、ＩＣタグ等の導入に向けた検討＞ 

・資料の収集・保管の統括及び本市図書館全体を捉えた資料

構築 

 ＜資料選定の総合的コントロール、知の拠点の根幹となる資料の蓄積

と継承（地域資料、ラストワン本等）＞ 

・図書館ネットワーク（電算システム・配送）の管理・運用 

 ＜公民館等図書室や学校図書館への配送拠点、配送体制の強化＞ 

・関係機関、団体等との全市的な連携の推進 

 ＜学校等関係機関との連携強化（学校への配送、資料選定の支援等）＞ 

施策の方向 

① 中央図書館機能の確立・充実 

② 地域図書館における地域に根差したサービスの充実 

③ 効果的・効率的な図書館運営 

基本目標４ 将来にわたり進化し続ける図書館 
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【専門的機能】 

・充実した資料群、設備、専門的人材による、多様化、高度

化するニーズに対応したサービスの提供と地域図書館や公

民館等図書室の支援 

＜幅広く豊かな蔵書、より専門的なレファレンスサービス（充実した参

考図書、専門書、オンラインデータベース、インターネット環境、調査

相談業務に関する知識や経験を備えた人材による支援）、障害のある方

に向けた多様な形態の資料収集と利用環境整備の推進、外国語資料や

日本語学習資料の充実や館内サインの整備、関係機関との連携など外

国人市民に向けたサービスの推進、地域図書館や公民館等図書室への

蔵書や専門的人材による支援＞ 

 
【人材育成機能】 

・中長期的な視点による専門的な人材の確保・育成 

＜専門的人材の計画的な確保・充実、図書館職員研修の充実＞ 

 
 
施策の方向② 地域図書館における地域に根差したサービスの充実  

地域図書館では、地域に根差した図書館運営に注力し、地域の特性を生か

した事業や自館の利用者ニーズに即したサービスを推進します。 

主な施策 

・地域の特性やニーズ、課題に応じたサービスの充実 

・地域の情報拠点として市民の学びと暮らしを支える幅広い

情報を提供（健康、子育て、仕事、趣味等） 

・近隣の学校や地域団体、ボランティアと連携した事業展開 

・生涯学習の機会、交流・発表の場の提供 

・地域におけるサードプレイス（＊26）としての役割（図書館

がより親しみやすい居場所となる環境づくり） 

 
               

＊26 サードプレイス …第１の場「家庭」、第２の場「職場・学校」とともに、個人の生活を支える

第３の場「たまり場、お気に入りの場」のこと。米国の社会学者レイ・オルデンバーグがその著

書で提唱。 

 

主な施策 
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施策の方向③ 効果的・効率的な図書館運営 
厳しい財政状況が引き続き見込まれる中で、図書館サービスを発展させて

いくため、効果的・効率的な図書館運営を図ります。 

これまで以上に、市民・関係機関・団体との連携・協働を推進するほか、

図書館事業評価における分析の反映など効果的な事業展開による質の高い

図書館サービスを目指します。 

また、図書館運営を支える専門的職員の計画的な確保に加え、レファレン

スサービスや資料選定、各種図書館サービスの企画など図書館職員に求めら

れる専門的能力をさらに向上させるための研修の充実を図ります。 

主な施策 

・市民・関係機関・団体との連携・協働の推進 

・図書館事業評価の実施と図書館サービスへの反映 

・民間活力の効果的な活用による図書館サービスの向上 

・ホームページやＳＮＳなどにおける効果的な情報発信など 

図書館プロモーションの推進 

・図書館、視聴覚ライブラリーの資料及び提供サービスの一 

体化の推進 

・専門的職員の計画的な確保・充実 

・図書館職員研修の充実 
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第６章 計画の推進に向けて 

１ 成果指標  

指標 
単
位 

現状値 
目標値 

(令和９年度) 
指標の説明 

主に対応する 
基本目標 

１ 

 登録状況 

市民登録率 ％ 22.7 25.0 

図書館サービスの向
上により市民の図書
館利用がどの程度促
進されたか測る指標 

1・2・3・4 

１８歳以下 
の子どもの 
登録率 

％ 30.4 33.0 3 

新規 
登録者数 

人 15,839 16,200 1・2・3・4 

２ 来館者数 人 1,870,491 1,913,000 1・2・3・4 

３ 利用者の満足度 ％ 71.8 80.0 
利用者のニーズにど
の程度応えているか
測る指標 

1・2・3・4 

４ 
図書館ホームペ
ージの一日平均
アクセス数 

件 29,230 30,000 

インターネットによ
るサービスや情報提
供がどの程度活用さ
れているか測る指標 

1・2・3・4 

５ 
レファレンスの 
受付件数 

件 35,870 39,000 
市民や地域の課題解
決にどの程度貢献し
ているか測る指標 

2・4 

６ 
地域資料の 
蔵書数 

冊 79,010 92,500 
本市に関する資料の
収集が十分に行われ
ているか測る指標 

2・4 

７ 
一般向け 
講座・講演会等の
参加者数 

人 2,243 2,600 
市民に生涯学習の機
会をどの程度提供し
ているか測る指標 

2 

８ 

「読書は好きで
すか」という質問
に「当てはまる」、
「やや当てはま
る」と回答した
小・中学生の割合 

％ 69.0 75.0 
子どもの読書への関
心を測る指標 

3 

※市立図書館の再整備の際には目標値の見直しを検討する。 

※現状値について、指標の１～３、５～７は平成３０年度。４及び８は令和元年度。 
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２ 進行管理 

   この計画を着実に推進するため、図書館法第７条の３の規定に基づく運営の

状況に関する評価とあわせ、年度ごとに取組状況の評価を行い、進行管理する

ものとします。 

  評価は、成果指標に加え各種統計、利用者アンケート等を活用し、３図書館 

による内部評価と図書館協議会委員による外部評価を実施します。 

また、評価結果を市民に提供するとともに、この計画の事業等の推進に活用

します。 

  なお、計画策定後の社会情勢、図書館を取り巻く環境の変化等に応じ、適宜、

計画の見直しを行っていきます。 

 

  ※図書館法（昭和２５年法律第１１８号） 

   （運営の状況に関する評価等） 

   第７条の３ 図書館は、当該図書館の運営の状況について評価を行うと

ともに、その結果に基づき図書館の運営の改善を図るため必要な措置を

講ずるよう努めなければならない。 

 

 


